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6. 吉田麻衣、潮谷有二、永田康浩、奥村あすか、宮野澄男：地域包括支援センターと関連機関等との連携状況に関する
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ついて 救急医学 42:963-968. 2018 
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携，救急医学 42，pp963-968 所収）2018 

2. 前田隆浩，中村 洋，菅原正典：ICT を使った医薬連携とビッグデータ活用の実践．（地域医療における医歯薬連携，

救急医学 42，pp955-962 所収）2018 
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新医療，pp 32-36 所収）2018 

B-d 
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振興財団研究助成報告書 (平成 29 年度) 225-230, 2018 
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1. 玉井慎美, 佐々木大介, 森本心平, 川尻真也,  永吉真子,  山梨啓友,  小屋松 淳,  柳原克紀,  齋藤俊行,  前田隆浩,  川上純:  
住民健康診査受診における口腔内細菌叢の検討 関節リウマチと抗 CCP 抗体に着目した解析．第 46 回日本臨床免疫学

会総会 

2. 永吉真子、玉井慎美、山梨啓友、小屋松 淳、前田隆浩: 地域健診受診の有無と舌圧値との関連（離島地域在住高齢者

の悉皆調査より）第 77 回日本公衆衛生学会総会 

3. 前田隆浩:  クラウド型広域調剤情報共有システムの構築と有効性・安全性の検証.  第 38 回医療情報学連合大会（第 

19 回日本医療情報学会学術大会） 

4. 平 雄文, 馬場正樹, 小林文恵, 永田厚子,  永田修一,  田中和孝,  前田隆浩:  多職種連携における情報共有の重要性. 第 

79 回九州山口薬学大会 

5. 平 雄文, 馬場正樹, 小林文恵, 永田厚子,  永田修一,  田中和孝,  前田隆浩:  地域包括ケアシステムにおける地域調剤情

報共有システムの重要性.  第 51 回日本薬剤師会学術大会 

6. 松坂雄亮, 西野文子, 野口郁恵, 久芳さやか,  小屋松 淳,  安武 亨,  前田隆浩,  永田康浩:  医学生における多職種連携に

対する準備状態と総合診療・地域医療への関心度との関連.  第 50 回日本医学教育学会 

7. 中桶了太, 前田隆浩, 浜田久之, 押淵 徹、調 漸:  卒前の地域医療実習の長期効果の測定〜研修医の地域医療へのモチ

ベーションを向上させる〜.  第 50 回日本医学教育学会 

8. 小屋松淳, 清浦海里, 野原夏樹, 山梨啓友,  村瀬邦彦,  永田康浩,  前田隆浩:  離島勤務に対する意欲と不安因子との関

連について.  第 50 回日本医学教育学会 

9. 品川博光, 西野文子, 藤本 優, 野口郁惠, 前田隆浩, 永田康浩: 医学生は地域包括ケア臨床実習で何を学ぶか. 第 9 

回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 

10. 塚崎 晃, 五島漱志郎, 古川慧月, 小屋松 淳,  山梨啓友,  村瀬邦彦,  永田康浩,  前田隆浩:  離島における医療系学生と福

祉系学生の共修 第 5 回長崎地域医療セミナーin GOTO. 第 9 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 

11. 鋸崎翔太, 近藤英明, 舘 玲名, 清浦海里, 沖田奈菜,  木村裕平,  坂口倫花,  田崎海斗,  福井翔一,  川尻真也,  高山隼人, 永
田康浩,  前田隆浩: 長崎大学医学部地域枠学生の入学後初期段階での活動報告.  第 9 回日本プライマリ・ケア連合学

会学術大会 

12. 藤本 優, 野口郁恵, 西野文子, 松坂雄亮,  久芳さやか,  前田隆浩,  永田康浩:  地域包括ケア実習における医学科生の学

び〜学生の達成度と指導者評価を比較して〜.  日本プラマリ・ケア連合学会長崎県支部会第 5 回総会・学術集会 

13. 長浦由紀，金原俊輔，前田隆浩，松原 大，井上圭太，依田彩文，中道聖子:  離島の地方自治体職員を対象としたア
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サー ショントレーニングの効果.  第 59 回日本心身医学会総会・学術講演会 

14. 北村雅保, 岩﨑理浩, 古堅麗子, 小山善哉,  林田秀明,  福田英輝,  川崎浩二,  前田隆浩,  齋藤俊行:  島嶼地域の成人にお

ける歯科疾患の実態：五島研究.  第 54 回長崎県総合公衆衛生研究会 

15. 永吉真子, 玉井慎美, 山梨啓友, 小屋松淳,  川尻真也,  近藤英明,  福井翔一,  前田隆浩:  高齢者の会話・笑い・発生の頻

度と舌圧との関連.  第 28 回日本疫学会 

16. 有馬和彦,  岩本直樹,  福井翔一,  川㞍真也,  玉井慎美,  川上 純,  青柳  潔：骨量関連因子の解析  長崎アイランドコホ

ート研究骨衛生活動．日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 62 回（東京），p801，2018 

17. 富田義人，有馬和彦，西村貴孝，岡部拓大，水上 諭，金ヶ江光生，安部恵代，本井 碧，小屋松淳，山梨啓友， 清

水悠路，前田隆浩，青柳 潔：閉経後女性における主観的歩行速度と骨量との関連．日本生理人類学会誌第 78 回大会概

要集（東京），p36，2018 

18. 有馬和彦, 富田義人, 西村貴孝, 岡部拓大, 水上  諭,  金ヶ江光生,  キット彩乃,  長谷川麻衣子,  宗  陽子,  後藤  尚, 安
部恵代,  青柳 潔：地域在住住民における飲酒習慣と骨量の関連解析.  第 77 回日本公衆衛生学会総会抄録集（福島），
p359, 2018 

19. 富田義人, 岡部拓大, 水上 諭, 金ヶ江光生, キット彩乃, 長谷川麻衣子, 宗 陽子, 後藤 尚, 西村貴孝, 有馬和彦, 安部恵

代,  青柳  潔：地域在住高齢者における転倒恐怖感の関連要因．第 77 回日本公衆衛生学会総会抄録集（福島）， p231, 
2018 

20. 永田康浩、長崎大学における 6 年一貫型地域医療教育の実践と検証.  医学教育 49(suppl.) :31, 2018 

21. 小屋松 淳、清浦海里、野原夏樹、山梨啓友、村瀬邦彦、永田康浩、前田隆浩. 離島勤務に対する意欲と不安因子との

関連について医学教育. 49(suppl.) : 95, 2018 

22. 松坂雄亮、西野文子、野口郁惠、久芳さやか、小屋松 淳、安武 亨、前田隆浩、永田康浩、医学生における多職種

連携に対する準備状態と総合診療・地域医療への関心度との関連.  医学教育 49(suppl.) : 159, 2018 

23. 中尾理恵子,  大西真由美, 夏原和美,  後藤千穂, 小谷真吾, 田所聖志,  末吉秀二,  柳生文宏,  梅崎昌裕:  住民の買い物行

動および主観的健康感と近隣居住環境との関連－長崎エコヘルス調査－.  日本健康学会誌 84（付録）第 83 回日本

健康学会演題集: 110-111, 2018 

24. 中尾理恵子,  夏原和美, 大西真由美:  住民のソーシャルサポートと社会的要因との関連－長崎エコヘルス調査－.  日
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